
南魚沼市観光戦略運営準備会
まとめ
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令和７年６月19日に開催した南魚沼市観光戦略運営準備会（ワークショップ形式）では、これまでの総仕上げとして、
事業アイデアのまとめを行いました。
本資料では、事業アイデアとともに、南魚沼市観光戦略への反映や動き出した/動き出す予定の事業を報告します。

資料２
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⚫仲見世通りのような食のストリートをスキー場や神社などに作る。
⚫移動式サンセバスチャンをイメージ
⚫食のテーマを決めて、出店の条件（食材、参加費など）を設ける。
（フジロックのオアシスエリアスイメージ）

⚫ アクティビティ（スキー場、サウナなど）後に寄ってもらうことを想定。
例：スキー場そばに出店し、スキー終わりの人が立ち寄って食

べてもらえるようにする・サウナイベント後にすぐに食べられる
ようにする

※時期とシチュエーションは要検討

移動式イベント出店事業
【（食×出店×移動式）×学び】×アクティビティ（サウナ、スキー）

食のブラン
ディング部会

シチュエーション、タイミング、気候、
人（体験につながる）で「食」の
美味しさ、価値が「ゼッピン」に
なっている！

食のブラン
ディング部会

実行委員会を立ち上げ、全体統括を担う

MM部会
各種イベント確認
イベント実行員会との調整（出店内容確認等）
他の地域の活動や情報を調べて教えてほしいです

プロモー
ション
部会

プロモーション動画作成、プロモーション情報の発信
外部向けターゲット層ごとの情報発信
地域向けの発信（学校などでの食育 など）

受入環境
整備部会

各種イベントへのバス等交通手段手配や調整
実施することで得られる効果

2030年3月末までの到達目標

概要 各部会の取組、協力（案）

市内

⚫ イベント出店せずとも、各店舗でゼッピンな食（商品）
を提供できる状況になる！

⚫飲食店のレベルアップ、チーム編成、勉強会が実施され、
ローカルガストロノミー店が増えている！
⇩

⚫新潟県で食事が一番美味いエリアになる！

観光戦略への反映
基本戦略１:ゼッピン雪国！

食のブランディング戦略

⚫ 10月に着任した地域活性化起業人と連携に推進していきます。
⚫ 今年度中に料理人と生産者の学習及び交流機会の創出を検討
しています！

「食」をテーマとした体験型コンテンツやイベントの創出を進め、雪国
の食文化に触れ、味わい、学ぶ機会の提供に努めます。これにより単なる
モノ消費ではなくコト消費とすることで、「食」を通じて観光客と地域と
の深い関わりが生まれ、リピーターの獲得につなげます。

加えて、生産や加工、調理、提供までの担い手育成にも力を入れ、「南
魚沼の食」を核とした持続可能な地域観光モデルの確立を目指します。

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
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⚫ 「ゼッピン雪国宣言」のブランド化と地域商品の認定化による付加
価値を創出。併せて、お客様への滞在満足度の向上も図る。

⚫認証制度の創出。
※市内に事業所があったり、市内にあるものは認証とするなど、緩
やかな認証とする。

「ゼッピン雪国宣言」認定を受けた商品、観光資源
が市外（※）に認知されている
※観光戦略の第1ターゲット：来訪性が見込まれる顧
客層（首都圏在住・30歳代・子ども連れ家族層）

市内
市民や、事業者が自信をもってお勧めする「ゼッピン雪国
宣言」商品を造成できる

観光客 「ゼッピン雪国宣言」商品を求め、南魚沼に来訪する

ゼッピン雪国宣言周知☆大作戦
受入環境整備
部会 ①対外

実施することで得られる効果

2030年3月末までの到達目標

概要 認証制度のアイデア（概要）

1.認定対象
①日本交通公社の観光資源台帳における資源タイプに分類できるもの：
自然資源（山・川・動植物）・文化資源（史跡・祭り・温泉・郷土料理）

②その他：店舗・商品・個人・企業・概念 etc...

2.認定の概要、フロー
最初は、緩やかな認証とする。徐々に市民などを巻き込んでいき、地域の意見
に寄り添った、また時代に即した認証へと昇華していく。

3.事業
1年目：
・ブランドサイト構築
ブランドメッセージに加えて、「ゼッピン雪国宣言」認定済のものを掲載。
（南魚沼市観光協会WEBサイトに掲載している地域資源のうち、上記①に
当たるものを「ゼッピン雪国宣言」認定済として掲載）

・市民アンケート調査
インナープロモーションも含めたアンケート調査の実施。1人3つまで、「ゼッピン雪
国宣言」にふさわしいモノ・コトを自由記述で教えてもらう。

2年目〜：
・市民アンケート調査
・チームゼッピン雪国（仮称）の交流会
・「ゼッピン雪国宣言」認定の地域資源を
組み合わせた新たなコンテンツの検討会
5年スパンの内の半分を経過した際に、
今までの振り返りと残り2.5年でやる
べきことを検討する。
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⚫市民が集まる場所（スーパー、美容室など町の中）にポスターを
貼り、「ゼッピン雪国宣言」を生活の中に浸透させる。

•全市民が「ゼッピン雪国宣言」や「宣言に即した活
動が行われていること」を知っている
•市民それぞれが「ゼッピン」を持っている

受入環境
整備部会

ポスターやチラシなどのインパウンド向けの英語版などの作
成。QRコードをポスターやチラシに添付しネット上でも見
られるようにする。

MM部会
「ゼッピン雪国宣言」導入前後での市民意識に関する調
査（シビックプライドがどのように変化したか）

プロモー
ション部会

対象や目的、手段を整理し全体を見たプロモーション
（プロモーション動画のような市民が手軽に見られるもの
があるといいかも）

食のブラン
ディング部会

チラシ配布イベントなどにあわせてゼッピン雪国宣言メ
ニューの発表や提供
本気丼のような南魚沼独自の食コンテンツを新たに作る
（ゼッピン雪国定食など）

ゼッピン周知浸透作戦！
受入環境整備
部会 ②対内

市内

⚫子どもから大人まで市の「ゼッピン」を知ることでシビックプ
ライド醸成⇒市全体が盛り上がる

⚫ 「ゼッピン雪国宣言」が市内で浸透することで、市内の商
品・観光地を「ゼッピン」として事業者が自信を持って観
光客に売り込める。

実施することで得られる効果

2030年3月末までの到達目標

概要 各部会の取組、協力（案）

観光戦略への反映 基本戦略２:ゼッピン雪国！受入環境整備戦略

地域が一体となり、観光客に満足度の高い体験を提供できることと、地域住民にとって「来てもらってよかっ
た」と思える受入体制を目指すことで、観光を通じた地域の活力向上と持続可能な観光地経営の実現を図ります。

観光客が快適に過ごせる環境づくりは、観光地としての信頼を高め、リピーターの創出にもつながることから、
「南魚沼でしか得られない体験」を提供することが、満足度向上の鍵となります。

⚫今年度中にティザーサイトを構築し、「ゼッピン雪国宣言」の認知度向上を開始します！
⚫ R7に認定制度を検討し、R8には認定制度と周知施策を開始します！
⚫市内在住者を観光アンバサダーに起用。

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ


